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β-サイアロンセラ ミックス (Sis-zAlZOzN8-Z)は高はでの耐蝕 ･耐酸化性に優

れて硬度や強度が高 く､ 切削工具や高塩構造材料 として注 目されている｡ しか し､

β-サイアロンは単味では撤密な焼結体が得難 く､ 靭性も低い｡ そこで本研究では

マルテンサ イ ト型転移 による粗性強化 に優れた機能を有するPSZを焼結助剤 として用

い､ β-サイアロンの常圧焼結を行 い､ その焼結特性､ 微構造及び機械的性質につ

いて調べた｡

β-サイアロンの組成がZ=0･5または､ Z=1･0とな るようにα.-Si3Nh Al203及び

A川を秤量 した｡ この原料粉末 に 6molXY203で部分安定化 したZrO2(6Y-PSZ)を 5又

は､ 10vtX加え､ イソプ ロパ ノール中でアル ミナボールを用いて ミリング混合 した｡

泥奨 を約80℃で乾燥後､ -軸金型成形 し､ 更に3000kg/cm2のCIP処理をしてペ レ

ッ トを調製 した｡ 常圧焼結は､ N2中にて1700-1750℃､ 90-180分間行 った｡ 得 ら

れた焼結体の一郎は更 にN2雰囲気下で H I'p処理 を行 った｡ 微構造観察をSEMに

より､ 又､ 元素の分布状態をX線マイクロアナライザーにより分析 した｡ 更にヤン

グ率 Eを共振法､ KICを IM法により測定 した｡

･6Y-PSZをβ-サ イアロン(Z=1)に5vtX添加することによって相対密度約98Xの焼結

体が得 られた｡ しか し添加圭を10vtXと増加すると相対密度は約96Xと低下 した｡ 又､

1750℃で焼結 した試料のHuは 15.2GPaであ り､ 1700℃の試料く14.5GPa)よりも高い

値を示 した｡ KICは 4.I-4.7MN/ml･5であ り､ β-サ イアロン単味のKIC値 (3.0

MN/ml･S)に比べ増大 し､ 1750℃-90分で焼結 した試料で最も高い値を示 した｡ この

KICは試料の研磨面で測定されたZr02の単斜晶 と正方晶のXRD強度比1m/ltの増大 と

共に増加する傾向を示 した｡ また､ H iP処理の密化に及ぼす効果 は顕著には認め

られなかったが､ 焼結体の微構造はよ り均質 とな った｡

又､ 共振法によってaLJ定 した焼結体のヤング率は Z値 を 1.0か ら0.5と減少する

と 285GPaか ら300GPaへ と増大 し､ Si3NJの値 310GPaに近づいた｡ Z=0.5の焼結体の

KICは6Y-PSZ5vtX添加 について 5.1MN/ml･5､ 10vtX添加について 6.5MN/ml･5とな

り､ Z=1に比べ､ 高い値を示 した｡､以上の結果 より､ PSZは サイアロンの有効な焼結

助剤であり､ かつ､ サ イアロンの靭性強化 に有効であることがわか った｡
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